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神奈川版ライドシェア『かなライド』

• 一般ドライバーが自家用車を使って、利用者を有償で輸送

• タクシー会社が、運行管理等を行うことで安全性を確保

• タクシーが不足する地域、時間帯限定

• 利用料金はタクシーと同額とし、利用料金による独立採算

タクシー会社と共存する、利用者目線に立った新たな仕組み



夜間にタクシー不足が生じている三浦市域で、実証実験をスタート

（令和６年４月１７日~１２月１６日までの８か月間）

三浦市域での実証実験について

【出発式における関係者との記念撮影】 【第一号車の出発】
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項目 内容

運行時間 19時から25時

ドライバー
と車両

市内在住者・在勤者の自家用車

利用者と
料金

タクシーと同額で誰でも利用可能
「GOアプリ」による事前決済

実証実験の概要

※４月17日～５月６日までの20日間の稼働状況は16件 3



「かなライド」は、地域の交通課題に対応する

有効な手段の一つ

・実証実験で得られたノウハウを提供

・市町村とともに、地域に合ったやり方を検討

今後の展開
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新たな海上交通について
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